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1111 研修の概要及び審査方法研修の概要及び審査方法研修の概要及び審査方法研修の概要及び審査方法

2222 実地研修を行うにあたって実地研修を行うにあたって実地研修を行うにあたって実地研修を行うにあたって

3333

Pre．StepPre．StepPre．StepPre．Step

喀痰吸引等実地研修における指導講師の皆さまへ喀痰吸引等実地研修における指導講師の皆さまへ喀痰吸引等実地研修における指導講師の皆さまへ喀痰吸引等実地研修における指導講師の皆さまへ（重要）（重要）（重要）（重要）

　このたびは、当センターの介護職員等による喀痰吸引等研修（第三号研　このたびは、当センターの介護職員等による喀痰吸引等研修（第三号研　このたびは、当センターの介護職員等による喀痰吸引等研修（第三号研　このたびは、当センターの介護職員等による喀痰吸引等研修（第三号研
修）に、ご協力をいただきまして厚く御礼申しあげます。皆さまに、ご指導修）に、ご協力をいただきまして厚く御礼申しあげます。皆さまに、ご指導修）に、ご協力をいただきまして厚く御礼申しあげます。皆さまに、ご指導修）に、ご協力をいただきまして厚く御礼申しあげます。皆さまに、ご指導
をお願する実地研修の方法及び手続きについて、ご案内いたします。をお願する実地研修の方法及び手続きについて、ご案内いたします。をお願する実地研修の方法及び手続きについて、ご案内いたします。をお願する実地研修の方法及び手続きについて、ご案内いたします。

「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則別表第三号研修」（特定の者対象）「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則別表第三号研修」（特定の者対象）「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則別表第三号研修」（特定の者対象）「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則別表第三号研修」（特定の者対象）
は「基本研修」と「実地研修」で構成され、今回皆さまにご指導をお願するは「基本研修」と「実地研修」で構成され、今回皆さまにご指導をお願するは「基本研修」と「実地研修」で構成され、今回皆さまにご指導をお願するは「基本研修」と「実地研修」で構成され、今回皆さまにご指導をお願する
のは｢実地研修｣の部分になります。のは｢実地研修｣の部分になります。のは｢実地研修｣の部分になります。のは｢実地研修｣の部分になります。
　実地研修は国の喀痰吸引等研修実施要綱（H24.3.30 社援発0330第43号）　実地研修は国の喀痰吸引等研修実施要綱（H24.3.30 社援発0330第43号）　実地研修は国の喀痰吸引等研修実施要綱（H24.3.30 社援発0330第43号）　実地研修は国の喀痰吸引等研修実施要綱（H24.3.30 社援発0330第43号）
の中の、審査方法について記載された部分（社会福祉士及び介護福祉士法施の中の、審査方法について記載された部分（社会福祉士及び介護福祉士法施の中の、審査方法について記載された部分（社会福祉士及び介護福祉士法施の中の、審査方法について記載された部分（社会福祉士及び介護福祉士法施
行規則別表第三号研修の修得程度の審査方法について）「以下、国の要綱」行規則別表第三号研修の修得程度の審査方法について）「以下、国の要綱」行規則別表第三号研修の修得程度の審査方法について）「以下、国の要綱」行規則別表第三号研修の修得程度の審査方法について）「以下、国の要綱」
に基づいて行う必要があります。に基づいて行う必要があります。に基づいて行う必要があります。に基づいて行う必要があります。

「「「「現現現現場場場場演演演演習習習習」」」」にににに係係係係るるるる評評評評価価価価票票票票のののの書書書書式式式式はははは実実実実地地地地研研研研修修修修でででで使使使使用用用用すすすするるるるももももののののをををを代代代代用用用用すすすするるるる
かかかか、、、、任任任任意意意意にににに作作作作成成成成ししししたたたたももももののののをををを使使使使用用用用すすすするるるるかかかか、、、、どどどどちちちちららららででででもももも構構構構いいいいまままませせせせんんんん。。。。ななななおおおお、、、、当当当当セセセセ
ンンンンタタタターーーーにににに提提提提出出出出ししししてててていいいいたたたただだだだくくくく評評評評価価価価票票票票はははは「「「「現現現現場場場場演演演演習習習習」」」」「「「「実実実実地地地地研研研研修修修修指指指指導導導導記記記記録録録録」」」」にににに係係係係
るものは必要ありません。るものは必要ありません。るものは必要ありません。るものは必要ありません。

改改改改めめめめてててて、、、、現現現現場場場場でででで指指指指導導導導講講講講師師師師ををををししししてててていいいいたたたただだだだくくくく皆皆皆皆様様様様のののの対対対対応応応応がががが、、、、本本本本研研研研修修修修のののの根根根根幹幹幹幹にににに
ななななっっっってててていいいいるるるるここここととととををををごごごご理理理理解解解解ののののううううええええ、、、、実実実実地地地地研研研研修修修修指指指指導導導導にににに取取取取りりりり組組組組んんんんででででいいいいたたたただだだだくくくくよよよよううううおおおお
願いします。願いします。願いします。願いします。

実実実実地地地地研研研研修修修修をををを申申申申しししし込込込込みみみみすすすするるるる介介介介護護護護職職職職員員員員等等等等はははは既既既既にににに基基基基本本本本研研研研修修修修をををを受受受受講講講講済済済済みみみみでででですすすす。。。。ししししかかかか
しししし当当当当セセセセンンンンタタタターーーーのののの基基基基本本本本研研研研修修修修でででで実実実実施施施施すすすするるるる演演演演習習習習はははは、、、、基基基基本本本本的的的的ななななシシシシミミミミュュュュレレレレーーーータタタターーーー演演演演習習習習でででで
あああありりりり研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者（（（（特特特特定定定定のののの利利利利用用用用者者者者））））のののの特特特特徴徴徴徴ををををととととららららええええたたたたううううええええででででのののの演演演演習習習習ででででははははあああありりりりまままま
せん。せん。せん。せん。

指指指指導導導導講講講講師師師師ははははそそそそののののここここととととをををを踏踏踏踏ままままええええ安安安安全全全全にににに実実実実地地地地研研研研修修修修をををを行行行行ええええるるるるよよよよううううにににに、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者
がががが「「「「基基基基本本本本をををを押押押押ささささええええてててていいいいるるるるかかかかどどどどううううかかかか」」」」「「「「当当当当該該該該研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者（（（（特特特特定定定定のののの利利利利用用用用者者者者））））のののの特特特特
徴を理解しているかどうか」事前に「現場演習」を行ってください。徴を理解しているかどうか」事前に「現場演習」を行ってください。徴を理解しているかどうか」事前に「現場演習」を行ってください。徴を理解しているかどうか」事前に「現場演習」を行ってください。

指指指指導導導導講講講講師師師師はははは、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者にににに対対対対しししし研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者がががが居居居居るるるる居居居居宅宅宅宅等等等等のののの現現現現場場場場ににににおおおおいいいいてててて、、、、
当当当当該該該該研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者がががが使使使使用用用用すすすするるるる器器器器材材材材等等等等をををを用用用用いいいいたたたた実実実実演演演演『『『『おおおお手手手手本本本本をををを示示示示すすすす』』』』をををを１１１１回回回回以以以以上上上上
はははは必必必必ずずずず行行行行っっっっててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。ななななおおおお研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者のののの演演演演習習習習段段段段階階階階ににににおおおおいいいいててててはははは、、、、人人人人形形形形等等等等をををを使使使使
用用用用ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。ままままたたたた、、、、実実実実地地地地研研研研修修修修はははは現現現現場場場場演演演演習習習習ででででのののの評評評評価価価価がががが「「「「アアアア」」」」ににににななななっっっったたたた段段段段階階階階
で行ってください。で行ってください。で行ってください。で行ってください。

実実実実際際際際のののの喀喀喀喀痰痰痰痰吸吸吸吸引引引引等等等等のののの提提提提供供供供がががが医医医医師師師師・・・・看看看看護護護護職職職職員員員員ととととのののの連連連連携携携携のののの下下下下でででで行行行行わわわわれれれれてててていいいいるるるるここここ
ととととをををを想想想想定定定定しししし、、、、指指指指導導導導講講講講師師師師はははは当当当当該該該該研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者のののの実実実実地地地地研研研研修修修修のののの実実実実施施施施ににににつつつついいいいてててて、、、、そそそそのののの可可可可
否を医師に確認し総合的判断を行ってください。否を医師に確認し総合的判断を行ってください。否を医師に確認し総合的判断を行ってください。否を医師に確認し総合的判断を行ってください。
※　初回実施前及び研修協力者の状態が変化した時点でも必要になります。※　初回実施前及び研修協力者の状態が変化した時点でも必要になります。※　初回実施前及び研修協力者の状態が変化した時点でも必要になります。※　初回実施前及び研修協力者の状態が変化した時点でも必要になります。

実実実実地地地地研研研研修修修修時時時時ににににおおおおいいいいてててて指指指指導導導導講講講講師師師師はははは定定定定期期期期的的的的にににに研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者のののの喀喀喀喀痰痰痰痰吸吸吸吸引引引引等等等等をををを行行行行うううう部部部部
位位位位及及及及びびびび全全全全身身身身のののの状状状状態態態態像像像像をををを観観観観察察察察しししし、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが実実実実施施施施可可可可能能能能かかかか否否否否かかかかをををを確確確確認認認認ししししててててくくくくだだだだ
さい。さい。さい。さい。

実地研修及び現場演習の実施手順『（　）内は現場演習時の対応』実地研修及び現場演習の実施手順『（　）内は現場演習時の対応』実地研修及び現場演習の実施手順『（　）内は現場演習時の対応』実地研修及び現場演習の実施手順『（　）内は現場演習時の対応』

step1. 安全管理体制確保『実地研修時のみ』step1. 安全管理体制確保『実地研修時のみ』step1. 安全管理体制確保『実地研修時のみ』step1. 安全管理体制確保『実地研修時のみ』

Step2. 観察判断『実地研修時のみ』Step2. 観察判断『実地研修時のみ』Step2. 観察判断『実地研修時のみ』Step2. 観察判断『実地研修時のみ』
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Step3．観察確認Step3．観察確認Step3．観察確認Step3．観察確認

Step4．準備Step4．準備Step4．準備Step4．準備

Step5．実施Step5．実施Step5．実施Step5．実施

Step6．片づけStep6．片づけStep6．片づけStep6．片づけ

※※※※

経経経経鼻鼻鼻鼻経経経経管管管管栄栄栄栄養養養養のののの場場場場合合合合のののの栄栄栄栄養養養養チチチチュュュューーーーブブブブがががが正正正正確確確確にににに胃胃胃胃のののの中中中中にににに挿挿挿挿入入入入さささされれれれてててていいいいるるるるこここことととと
の確認は除きます。（許容範囲外・・・参考資料参照）の確認は除きます。（許容範囲外・・・参考資料参照）の確認は除きます。（許容範囲外・・・参考資料参照）の確認は除きます。（許容範囲外・・・参考資料参照）

Step7．報告・記録『実地研修時のみ』Step7．報告・記録『実地研修時のみ』Step7．報告・記録『実地研修時のみ』Step7．報告・記録『実地研修時のみ』

Step2Step2Step2Step2のののの終終終終了了了了後後後後、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者（（（（人人人人形形形形等等等等））））のののの状状状状態態態態像像像像をををを観観観観察察察察ししししまままま
す。適切に観察出来ているか否かを確認のうえ指導してください。す。適切に観察出来ているか否かを確認のうえ指導してください。す。適切に観察出来ているか否かを確認のうえ指導してください。す。適切に観察出来ているか否かを確認のうえ指導してください。

研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが医医医医師師師師のののの指指指指示示示示書書書書のののの確確確確認認認認、、、、手手手手洗洗洗洗いいいい、、、、必必必必要要要要物物物物品品品品のののの用用用用意意意意やややや確確確確認認認認ななななどどどど、、、、
実実実実地地地地研研研研修修修修（（（（現現現現場場場場演演演演習習習習））））のののの実実実実施施施施にににに必必必必要要要要なななな準準準準備備備備をををを行行行行いいいい、、、、適適適適切切切切にににに準準準準備備備備がががが出出出出来来来来てててていいいいるるるる
か否かを確認のうえ指導してください。か否かを確認のうえ指導してください。か否かを確認のうえ指導してください。か否かを確認のうえ指導してください。

研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが、、、、喀喀喀喀痰痰痰痰吸吸吸吸引引引引等等等等のののの実実実実地地地地研研研研修修修修（（（（現現現現場場場場演演演演習習習習））））をををを実実実実施施施施ししししてててていいいいるるるる間間間間、、、、指指指指
導導導導講講講講師師師師はははは研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者（（（（人人人人形形形形等等等等））））のののの状状状状態態態態のののの安安安安全全全全にににに注注注注意意意意ししししななななががががらららら指指指指導導導導をををを行行行行っっっっててててくくくく
ださい。ださい。ださい。ださい。

研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが、、、、実実実実地地地地研研研研修修修修（（（（現現現現場場場場演演演演習習習習））））でででで使使使使用用用用ししししたたたた物物物物品品品品等等等等をををを片片片片づづづづけけけけるるるる際際際際もももも、、、、
適切に出来ているか否かを確認のうえ指導してください。適切に出来ているか否かを確認のうえ指導してください。適切に出来ているか否かを確認のうえ指導してください。適切に出来ているか否かを確認のうえ指導してください。

研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者のののの喀喀喀喀痰痰痰痰吸吸吸吸引引引引等等等等のののの実実実実施施施施後後後後のののの状状状状態態態態像像像像をををを観観観観察察察察しししし、、、、指指指指導導導導講講講講
師師師師にににに報報報報告告告告しししし、、、、実実実実地地地地研研研研修修修修でででで行行行行っっっったたたた喀喀喀喀痰痰痰痰吸吸吸吸引引引引等等等等ににににつつつついいいいてててて記記記記録録録録ししししまままますすすす。。。。『『『『ここここのののの記記記記録録録録
のののの書書書書式式式式はははは各各各各事事事事業業業業所所所所でででで使使使使用用用用すすすするるるる任任任任意意意意のののの書書書書式式式式でででですすすす』』』』指指指指導導導導講講講講師師師師はははは報報報報告告告告をををを受受受受けけけけ、、、、記記記記録録録録
が適切に記載されているか否かを確認のうえ指導してください。が適切に記載されているか否かを確認のうえ指導してください。が適切に記載されているか否かを確認のうえ指導してください。が適切に記載されているか否かを確認のうえ指導してください。

指指指指導導導導講講講講師師師師はははは実実実実地地地地研研研研修修修修のののの実実実実施施施施毎毎毎毎にににに「「「「実実実実地地地地研研研研修修修修指指指指導導導導記記記記録録録録（（（（評評評評価価価価票票票票にににに準準準準じじじじでででで作作作作
成成成成））））」」」」をををを記記記記録録録録すすすするるるるととととととととももももにににに、、、、毎毎毎毎回回回回研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者とととと一一一一緒緒緒緒にににに振振振振りりりり返返返返りりりりをををを行行行行いいいい、、、、次次次次のののの
改改改改善善善善ににににつつつつななななげげげげててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。ままままたたたた研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者のののの喀喀喀喀痰痰痰痰吸吸吸吸引引引引等等等等にににに関関関関すすすするるるる知知知知識識識識及及及及びびびび技技技技
能の到達度を踏まえながら、指導を継続していくようお願いします。能の到達度を踏まえながら、指導を継続していくようお願いします。能の到達度を踏まえながら、指導を継続していくようお願いします。能の到達度を踏まえながら、指導を継続していくようお願いします。

Step8．評価及び評価票の作成Step8．評価及び評価票の作成Step8．評価及び評価票の作成Step8．評価及び評価票の作成
　研修受講者が一人で行為をできるようになった段階で　研修受講者が一人で行為をできるようになった段階で　研修受講者が一人で行為をできるようになった段階で　研修受講者が一人で行為をできるようになった段階で「提出用の評価票」「提出用の評価票」「提出用の評価票」「提出用の評価票」
によって評価を行ってください。評価票に示された評価項目を連続して二回によって評価を行ってください。評価票に示された評価項目を連続して二回によって評価を行ってください。評価票に示された評価項目を連続して二回によって評価を行ってください。評価票に示された評価項目を連続して二回
以上、全ての項目が「ア」となり、受講者が習得すべき知識及び技能をすべ以上、全ての項目が「ア」となり、受講者が習得すべき知識及び技能をすべ以上、全ての項目が「ア」となり、受講者が習得すべき知識及び技能をすべ以上、全ての項目が「ア」となり、受講者が習得すべき知識及び技能をすべ
て修得したと認められれば、実地研修は修了です。て修得したと認められれば、実地研修は修了です。て修得したと認められれば、実地研修は修了です。て修得したと認められれば、実地研修は修了です。
※※※※ 指指指指導導導導講講講講師師師師がががが当当当当該該該該研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者にににに対対対対ししししてててて、、、、適適適適切切切切なななな指指指指導導導導をををを行行行行っっっったたたたううううええええでででで、、、、どどどどうううう
ししししててててもももも当当当当該該該該研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者にににに医医医医療療療療行行行行為為為為ををををささささせせせせるるるるここここととととはははは危危危危険険険険ででででああああるるるるとととと判判判判断断断断ししししたたたた場場場場合合合合
は、研修を中断し不合格とすることも選択肢の一つとして考えられます。は、研修を中断し不合格とすることも選択肢の一つとして考えられます。は、研修を中断し不合格とすることも選択肢の一つとして考えられます。は、研修を中断し不合格とすることも選択肢の一つとして考えられます。

　指導講師が不在となる場合の対処方法　指導講師が不在となる場合の対処方法　指導講師が不在となる場合の対処方法　指導講師が不在となる場合の対処方法
研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者はははは、、、、Step2Step2Step2Step2～～～～7777ににににおおおおいいいいてててて、、、、在在在在宅宅宅宅のののの場場場場合合合合等等等等でででで研研研研修修修修講講講講師師師師がががが不不不不在在在在のののの場場場場合合合合

ににににはははは、、、、指指指指導導導導のののの補補補補助助助助をををを行行行行うううう者者者者『『『『医医医医師師師師・・・・看看看看護護護護師師師師等等等等とととと連連連連携携携携ししししてててていいいいるるるる本本本本人人人人・・・・家家家家族族族族・・・・経経経経
験験験験ののののああああるるるる介介介介護護護護職職職職員員員員等等等等「「「「認認認認定定定定特特特特定定定定行行行行為為為為業業業業務務務務従従従従事事事事者者者者認認認認定定定定証証証証」」」」のののの既既既既取取取取得得得得者者者者』』』』かかかからららら助助助助
言を得て実施することは可能です。言を得て実施することは可能です。言を得て実施することは可能です。言を得て実施することは可能です。

ここここのののの場場場場合合合合、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者はははは、、、、研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者のののの状状状状態態態態像像像像をををを確確確確認認認認ししししたたたた後後後後にににに喀喀喀喀痰痰痰痰吸吸吸吸引引引引等等等等
をををを実実実実施施施施しししし、、、、実実実実施施施施後後後後もももも研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者のののの状状状状態態態態像像像像をををを観観観観察察察察ししししまままますすすす。。。。終終終終了了了了後後後後はははは記記記記録録録録をををを残残残残
しししし、、、、当当当当該該該該記記記記録録録録ままままたたたたはははは電電電電話話話話等等等等にににによよよよりりりり研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者のののの家家家家族族族族、、、、指指指指導導導導講講講講師師師師にににに対対対対ししししてててて報報報報告告告告
すすすするるるるよよよようううう指指指指導導導導ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。ままままたたたた、、、、指指指指導導導導のののの補補補補助助助助をををを行行行行うううう者者者者にににに対対対対ししししててててはははは、、、、研研研研修修修修協協協協
力力力力者者者者にににに状状状状態態態態のののの変変変変化化化化がががが生生生生じじじじたたたた場場場場合合合合はははは必必必必ずずずず指指指指導導導導講講講講師師師師にににに連連連連絡絡絡絡すすすするるるるよよよよううううにににに、、、、事事事事前前前前にににに連連連連
絡体制を準備してください。絡体制を準備してください。絡体制を準備してください。絡体制を準備してください。
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※※※※
①①①①

②②②②

4444 評価票の提出について評価票の提出について評価票の提出について評価票の提出について

5555 各評価票及び評価基準各評価票及び評価基準各評価票及び評価基準各評価票及び評価基準
《用紙》はﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして印刷してください。《用紙》はﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして印刷してください。《用紙》はﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして印刷してください。《用紙》はﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして印刷してください。

6666 実地研修の類型区分実地研修の類型区分実地研修の類型区分実地研修の類型区分
省令上の行為（省令別表第３）省令上の行為（省令別表第３）省令上の行為（省令別表第３）省令上の行為（省令別表第３） 通常手順通常手順通常手順通常手順 ﾏｽｸ(TPPV)ﾏｽｸ(TPPV)ﾏｽｸ(TPPV)ﾏｽｸ(TPPV) 半固形半固形半固形半固形

口腔内の吸引口腔内の吸引口腔内の吸引口腔内の吸引 評価票1評価票1評価票1評価票1 評価票2評価票2評価票2評価票2 ーーーー
鼻腔内の吸引鼻腔内の吸引鼻腔内の吸引鼻腔内の吸引 評価票3評価票3評価票3評価票3 評価票4評価票4評価票4評価票4 ーーーー
気管カニューレ内部の喀痰吸引気管カニューレ内部の喀痰吸引気管カニューレ内部の喀痰吸引気管カニューレ内部の喀痰吸引 評価票5評価票5評価票5評価票5 評価票6評価票6評価票6評価票6 ーーーー
胃ろう又は腸ろうによる経管栄養胃ろう又は腸ろうによる経管栄養胃ろう又は腸ろうによる経管栄養胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 評価票7評価票7評価票7評価票7(滴下)(滴下)(滴下)(滴下) ーーーー 評価票8評価票8評価票8評価票8
経鼻経管栄養経鼻経管栄養経鼻経管栄養経鼻経管栄養 評価票9評価票9評価票9評価票9 ーーーー ーーーー

※※※※

※※※※ 評価票の種類評価票の種類評価票の種類評価票の種類
1.口腔内吸引(通常手順)1.口腔内吸引(通常手順)1.口腔内吸引(通常手順)1.口腔内吸引(通常手順)
2.口腔内吸引(人工呼吸器装着者：口鼻ﾏｽｸによる非侵襲的人工呼吸療法)2.口腔内吸引(人工呼吸器装着者：口鼻ﾏｽｸによる非侵襲的人工呼吸療法)2.口腔内吸引(人工呼吸器装着者：口鼻ﾏｽｸによる非侵襲的人工呼吸療法)2.口腔内吸引(人工呼吸器装着者：口鼻ﾏｽｸによる非侵襲的人工呼吸療法)
3.鼻腔内吸引(通常手順)3.鼻腔内吸引(通常手順)3.鼻腔内吸引(通常手順)3.鼻腔内吸引(通常手順)
4.鼻腔内吸引(人工呼吸器装着者：4.鼻腔内吸引(人工呼吸器装着者：4.鼻腔内吸引(人工呼吸器装着者：4.鼻腔内吸引(人工呼吸器装着者：
　　　　　　　　　　　口鼻ﾏｽｸ又は鼻ﾏｽｸによる非侵襲的人工呼吸療法)　　　　　　　　　　　口鼻ﾏｽｸ又は鼻ﾏｽｸによる非侵襲的人工呼吸療法)　　　　　　　　　　　口鼻ﾏｽｸ又は鼻ﾏｽｸによる非侵襲的人工呼吸療法)　　　　　　　　　　　口鼻ﾏｽｸ又は鼻ﾏｽｸによる非侵襲的人工呼吸療法)
5.気管ｶﾆｭｰﾚ内吸引(通常手順)5.気管ｶﾆｭｰﾚ内吸引(通常手順)5.気管ｶﾆｭｰﾚ内吸引(通常手順)5.気管ｶﾆｭｰﾚ内吸引(通常手順)
6.気管ｶﾆｭｰﾚ内吸引(人工呼吸器装着者：侵襲的人工呼吸療法)6.気管ｶﾆｭｰﾚ内吸引(人工呼吸器装着者：侵襲的人工呼吸療法)6.気管ｶﾆｭｰﾚ内吸引(人工呼吸器装着者：侵襲的人工呼吸療法)6.気管ｶﾆｭｰﾚ内吸引(人工呼吸器装着者：侵襲的人工呼吸療法)
7.胃ろう又は腸ろうによる経管栄養(滴下)7.胃ろう又は腸ろうによる経管栄養(滴下)7.胃ろう又は腸ろうによる経管栄養(滴下)7.胃ろう又は腸ろうによる経管栄養(滴下)
8.胃ろう又は腸ろうによる経管栄養(半固形ﾀｲﾌﾟ)8.胃ろう又は腸ろうによる経管栄養(半固形ﾀｲﾌﾟ)8.胃ろう又は腸ろうによる経管栄養(半固形ﾀｲﾌﾟ)8.胃ろう又は腸ろうによる経管栄養(半固形ﾀｲﾌﾟ)
9.経鼻経管栄養9.経鼻経管栄養9.経鼻経管栄養9.経鼻経管栄養

7777 その他その他その他その他

Step2.Step2.Step2.Step2.ににににおおおおいいいいてててて、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが喀喀喀喀痰痰痰痰吸吸吸吸引引引引等等等等をををを安安安安全全全全にににに実実実実施施施施すすすするるるるここここととととがががが出出出出来来来来るるるる
か否か判断に迷う場合は、指示書作成の医師等の判断を確認してください。か否か判断に迷う場合は、指示書作成の医師等の判断を確認してください。か否か判断に迷う場合は、指示書作成の医師等の判断を確認してください。か否か判断に迷う場合は、指示書作成の医師等の判断を確認してください。

　実施上の留意事項（上記の実施手順における指導講師の役割分担）　実施上の留意事項（上記の実施手順における指導講師の役割分担）　実施上の留意事項（上記の実施手順における指導講師の役割分担）　実施上の留意事項（上記の実施手順における指導講師の役割分担）

        Step3Step3Step3Step3～～～～7777ののののいいいいずずずずれれれれかかかかのののの段段段段階階階階ににににおおおおいいいいてててて、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが緊緊緊緊急急急急時時時時対対対対応応応応のののの必必必必要要要要性性性性やややや
研研研研修修修修協協協協力力力力者者者者のののの異異異異常常常常等等等等をををを確確確確認認認認ししししたたたた場場場場合合合合はははは、、、、指指指指導導導導講講講講師師師師がががが観観観観察察察察判判判判断断断断をををを行行行行っっっっててててくくくくだだだだささささ
い。い。い。い。

　実地研修修了後は、各評価票に受講者名・研修協力者名（対象となる特定　実地研修修了後は、各評価票に受講者名・研修協力者名（対象となる特定　実地研修修了後は、各評価票に受講者名・研修協力者名（対象となる特定　実地研修修了後は、各評価票に受講者名・研修協力者名（対象となる特定
の利用者）・指導講師名を記入し指導講師名に押印した上で、研修受講者のの利用者）・指導講師名を記入し指導講師名に押印した上で、研修受講者のの利用者）・指導講師名を記入し指導講師名に押印した上で、研修受講者のの利用者）・指導講師名を記入し指導講師名に押印した上で、研修受講者の
所属事業所を通じて横浜療育医療センターへ提出してください。所属事業所を通じて横浜療育医療センターへ提出してください。所属事業所を通じて横浜療育医療センターへ提出してください。所属事業所を通じて横浜療育医療センターへ提出してください。
　なお、評価票は下記5に示したとおりですが、基本的な要件を満たしていれ　なお、評価票は下記5に示したとおりですが、基本的な要件を満たしていれ　なお、評価票は下記5に示したとおりですが、基本的な要件を満たしていれ　なお、評価票は下記5に示したとおりですが、基本的な要件を満たしていれ
ば、研修協力者の状況に応じて指導講師が任意に作成したものを使用していば、研修協力者の状況に応じて指導講師が任意に作成したものを使用していば、研修協力者の状況に応じて指導講師が任意に作成したものを使用していば、研修協力者の状況に応じて指導講師が任意に作成したものを使用してい
ただいても結構です。ただいても結構です。ただいても結構です。ただいても結構です。

　評価票は９つに分けられていますが、修了証書は省令上の５行為に対して　評価票は９つに分けられていますが、修了証書は省令上の５行為に対して　評価票は９つに分けられていますが、修了証書は省令上の５行為に対して　評価票は９つに分けられていますが、修了証書は省令上の５行為に対して
発行されます。また基本研修のシミュレーター演習で行うのは当該５行為の発行されます。また基本研修のシミュレーター演習で行うのは当該５行為の発行されます。また基本研修のシミュレーター演習で行うのは当該５行為の発行されます。また基本研修のシミュレーター演習で行うのは当該５行為の
通常手順の部分のみであり、マスク(TPPV)等は各事業所の要請により必要に通常手順の部分のみであり、マスク(TPPV)等は各事業所の要請により必要に通常手順の部分のみであり、マスク(TPPV)等は各事業所の要請により必要に通常手順の部分のみであり、マスク(TPPV)等は各事業所の要請により必要に
応じて対応してください。（別の修了証書は不要）応じて対応してください。（別の修了証書は不要）応じて対応してください。（別の修了証書は不要）応じて対応してください。（別の修了証書は不要）

　なお、本研修の実施に対して研修機関として研修協力者に対する賠償保険　なお、本研修の実施に対して研修機関として研修協力者に対する賠償保険　なお、本研修の実施に対して研修機関として研修協力者に対する賠償保険　なお、本研修の実施に対して研修機関として研修協力者に対する賠償保険
に加入していることを申し添えます。に加入していることを申し添えます。に加入していることを申し添えます。に加入していることを申し添えます。

－　3　－ 



喀痰吸引関係喀痰吸引関係喀痰吸引関係喀痰吸引関係

経管栄養関係経管栄養関係経管栄養関係経管栄養関係

研修受講者に認められている各行為の許容範囲について研修受講者に認められている各行為の許容範囲について研修受講者に認められている各行為の許容範囲について研修受講者に認められている各行為の許容範囲について
（本文は「国の要綱」からの文書をそのまま転用して表記しています。）（本文は「国の要綱」からの文書をそのまま転用して表記しています。）（本文は「国の要綱」からの文書をそのまま転用して表記しています。）（本文は「国の要綱」からの文書をそのまま転用して表記しています。）

　参考資料　参考資料　参考資料　参考資料

研修受講者が行うことができる標準的な許容範囲研修受講者が行うことができる標準的な許容範囲研修受講者が行うことができる標準的な許容範囲研修受講者が行うことができる標準的な許容範囲
一一一一定定定定のののの条条条条件件件件のののの下下下下、、、、かかかかつつつつ、、、、実実実実地地地地研研研研修修修修指指指指導導導導講講講講師師師師ととととのののの役役役役割割割割分分分分担担担担のののの下下下下、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが
行うことができる許容範囲行うことができる許容範囲行うことができる許容範囲行うことができる許容範囲

（ア）（ア）（ア）（ア）
（イ）（イ）（イ）（イ）

（ア）（ア）（ア）（ア） 経経経経管管管管栄栄栄栄養養養養開開開開始始始始時時時時ににににおおおおけけけけるるるる胃胃胃胃腸腸腸腸のののの調調調調子子子子のののの確確確確認認認認はははは、、、、実実実実地地地地研研研研修修修修指指指指導導導導講講講講師師師師がががが行行行行ううううここここ
ととととがががが望望望望ままままししししいいいいがががが、、、、開開開開始始始始後後後後のののの対対対対応応応応はははは研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者にににによよよよっっっっててててもももも可可可可能能能能でででであああありりりり、、、、実実実実地地地地研研研研
修指導講師の下で研修受講者が行うことは差し支えないこと。修指導講師の下で研修受講者が行うことは差し支えないこと。修指導講師の下で研修受講者が行うことは差し支えないこと。修指導講師の下で研修受講者が行うことは差し支えないこと。

（ウ）（ウ）（ウ）（ウ） 一定の条件の下、研修受講者が行うことができる許容範囲一定の条件の下、研修受講者が行うことができる許容範囲一定の条件の下、研修受講者が行うことができる許容範囲一定の条件の下、研修受講者が行うことができる許容範囲
（エ）（エ）（エ）（エ） 研修受講者が行うことができないもの研修受講者が行うことができないもの研修受講者が行うことができないもの研修受講者が行うことができないもの

　◎　◎　◎　◎
咽咽咽咽頭頭頭頭よよよよりりりり手手手手前前前前のののの範範範範囲囲囲囲でででで吸吸吸吸引引引引チチチチュュュューーーーブブブブをををを口口口口かかかからららら入入入入れれれれてててて、、、、口口口口腔腔腔腔のののの中中中中ままままでででで上上上上ががががっっっっ

ててててききききたたたた痰痰痰痰やややや、、、、たたたたままままっっっってててていいいいるるるる唾唾唾唾液液液液をををを吸吸吸吸引引引引すすすするるるるここここととととににににつつつついいいいててててはははは、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者がががが基基基基
本本本本研研研研修修修修をををを踏踏踏踏ままままええええたたたた手手手手順順順順をををを守守守守っっっってててて行行行行ええええばばばば危危危危険険険険性性性性はははは相相相相対対対対的的的的にににに低低低低いいいいここここととととかかかからららら差差差差支支支支ええええ
ないこと。ないこと。ないこと。ないこと。

（ア）（ア）（ア）（ア）

以以以以下下下下のののの観観観観点点点点をををを踏踏踏踏ままままええええ、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者はははは咽咽咽咽頭頭頭頭のののの手手手手前前前前ままままででででのののの吸吸吸吸引引引引をををを行行行行ううううににににととととどどどどめめめめ
るるるるここここととととがががが適適適適切切切切でででであああありりりり、、、、咽咽咽咽頭頭頭頭よよよよりりりり奥奥奥奥のののの気気気気道道道道のののの喀喀喀喀痰痰痰痰吸吸吸吸引引引引ににににつつつついいいいててててはははは許許許許容容容容範範範範囲囲囲囲ととととしししし
なななないいいいこここことととと。。。。ななななおおおお鼻鼻鼻鼻腔腔腔腔吸吸吸吸引引引引ににににおおおおいいいいててててはははは対対対対象象象象者者者者のののの状状状状態態態態にににに応応応応じじじじ、、、、「「「「吸吸吸吸引引引引チチチチュュュューーーーブブブブをををを
入入入入れれれれるるるる方方方方向向向向をををを適適適適切切切切ににににすすすするるるる」」」」、、、、「「「「左左左左右右右右どどどどちちちちららららかかかかののののチチチチュュュューーーーブブブブがががが入入入入りりりりややややすすすすいいいい鼻鼻鼻鼻腔腔腔腔かかかか
ららららチチチチュュュューーーーブブブブをををを入入入入れれれれるるるる」」」」、、、、「「「「吸吸吸吸引引引引チチチチュュュューーーーブブブブをををを入入入入れれれれるるるる長長長長ささささをををを個個個個々々々々のののの対対対対象象象象者者者者にににに応応応応じじじじ
てててて規規規規程程程程ししししてててておおおおくくくく」」」」等等等等のののの手手手手順順順順をををを守守守守るるるるここここととととにににによよよよりりりり、、、、個個個個別別別別的的的的ににににはははは安安安安全全全全にににに実実実実施施施施可可可可能能能能でででで
ある場合が多いので留意すること。ある場合が多いので留意すること。ある場合が多いので留意すること。ある場合が多いので留意すること。

（イ）（イ）（イ）（イ）

（エ）（エ）（エ）（エ） 経経経経鼻鼻鼻鼻経経経経管管管管栄栄栄栄養養養養のののの場場場場合合合合、、、、栄栄栄栄養養養養チチチチュュュューーーーブブブブがががが正正正正確確確確にににに胃胃胃胃のののの中中中中にににに挿挿挿挿入入入入さささされれれれてててていいいいるるるるこここことととと
のののの確確確確認認認認ににににつつつついいいいててててはははは、、、、判判判判断断断断をををを誤誤誤誤れれれればばばば重重重重大大大大なななな事事事事故故故故ににににつつつつななななががががるるるる危危危危険険険険性性性性ががががああああるるるるここここととととかかかか
ら、研修受講者の実施の許容範囲としないこと。ら、研修受講者の実施の許容範囲としないこと。ら、研修受講者の実施の許容範囲としないこと。ら、研修受講者の実施の許容範囲としないこと。

経経経経鼻鼻鼻鼻経経経経管管管管栄栄栄栄養養養養にににに比比比比べべべべてててて相相相相対対対対的的的的にににに安安安安全全全全性性性性がががが高高高高いいいいとととと考考考考ええええらららられれれれるるるるがががが、、、、胃胃胃胃ろろろろうううう・・・・腸腸腸腸
ろろろろううううのののの状状状状態態態態そそそそののののももももののののにににに問問問問題題題題ががががなななないいいいかかかかどどどどううううかかかかのののの確確確確認認認認ににににつつつついいいいてててて、、、、研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者のののの実実実実
施の許容範囲としないこと。施の許容範囲としないこと。施の許容範囲としないこと。施の許容範囲としないこと。

※※※※     鼻鼻鼻鼻腔腔腔腔吸吸吸吸引引引引ににににおおおおいいいいててててはははは、、、、鼻鼻鼻鼻腔腔腔腔粘粘粘粘膜膜膜膜ややややアアアアデデデデノノノノイイイイドドドドをををを刺刺刺刺激激激激ししししててててのののの出出出出血血血血ががががままままれれれれでででで
ははははああああるるるるがががが生生生生じじじじるるるる場場場場合合合合やややや、、、、ままままたたたた、、、、鼻鼻鼻鼻やややや口口口口かかかからららら咽咽咽咽頭頭頭頭のののの手手手手前前前前ままままででででのののの吸吸吸吸引引引引をををを行行行行ええええばばばば敏敏敏敏
感感感感なななな対対対対象象象象者者者者のののの場場場場合合合合、、、、嘔嘔嘔嘔吐吐吐吐やややや咳咳咳咳込込込込みみみみ等等等等のののの危危危危険険険険性性性性ががががあああありりりり、、、、一一一一般般般般論論論論ととととししししてててて安安安安全全全全ででででああああ
るとは言い難いため。るとは言い難いため。るとは言い難いため。るとは言い難いため。

（ウ）（ウ）（ウ）（ウ） 気気気気管管管管カカカカニニニニュュュューーーーレレレレ下下下下端端端端よよよよりりりり肺肺肺肺側側側側のののの気気気気管管管管内内内内吸吸吸吸引引引引ににににつつつついいいいててててはははは、、、、迷迷迷迷走走走走神神神神経経経経そそそそううううをををを刺刺刺刺
激激激激すすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり、、、、呼呼呼呼吸吸吸吸停停停停止止止止やややや心心心心停停停停止止止止をををを引引引引きききき起起起起ここここすすすす可可可可能能能能性性性性ががががああああるるるるななななどどどど危危危危険険険険性性性性
が高いことから、気管カニューレ内部までの気管内吸引を限度とすること。が高いことから、気管カニューレ内部までの気管内吸引を限度とすること。が高いことから、気管カニューレ内部までの気管内吸引を限度とすること。が高いことから、気管カニューレ内部までの気管内吸引を限度とすること。

特特特特にににに、、、、人人人人口口口口呼呼呼呼吸吸吸吸器器器器をををを装装装装着着着着ししししてててていいいいるるるる場場場場合合合合ににににはははは、、、、気気気気管管管管カカカカニニニニュュュューーーーレレレレ内内内内部部部部ままままででででのののの気気気気
管管管管内内内内吸吸吸吸引引引引をををを行行行行っっっってててていいいいるるるる間間間間はははは人人人人口口口口呼呼呼呼吸吸吸吸器器器器をををを外外外外すすすす必必必必要要要要ががががああああるるるるたたたためめめめ、、、、実実実実地地地地研研研研修修修修指指指指導導導導
講講講講師師師師及及及及びびびび研研研研修修修修受受受受講講講講者者者者はははは、、、、安安安安全全全全かかかかつつつつ適適適適切切切切なななな取取取取扱扱扱扱いいいいがががが必必必必要要要要ででででああああるるるるここここととととにににに留留留留意意意意すすすするるるる
こと。こと。こと。こと。

　◎　◎　◎　◎
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https://www.jyuuairyouikukai.or.jp/h27kakutan.html
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